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　シタベニハゴロモLycorma delicatura （White）はカ
メムシ目ビワハゴロモ科に属する昆虫で， 成虫の後翅
基部に赤色の模様がみられるのが特徴である（富沢ほ
か，2010）．中国，台湾，ベトナム，インドをはじめ
とするアジア地域に分布し，日本国内では2009年に石
川県小松市で初めて定着が確認された（富沢，2013）．
その後本種は分布を拡大しており，2019年までに石川
県に加えて福井県，大阪府，岡山県で生息が確認され

（梅村ほか，2013；嶋田ほか，2015；松本，2017；奥島・
水井，2019），2021年には兵庫県でも本種の成虫が確
認されたとの情報がある（2021年8月31日付神戸新聞）．
　福井県内において本種は，2013年にあわら市吉崎に
おいて初確認された（梅村ほか，2013）．その後県内
に定着・分布を拡大し，2017年には越前市村国山が
成虫の最南記録として報告され（梅村ほか，2017），
2019年には南越前町河野でも成虫が確認された（梅村，
私信）が，嶺南地方においてはこれまで本種の記録は
なかった．筆者は2021年9月に敦賀市赤崎にて本種を
複数個体採集したため，福井県嶺南地方における初記
録として下記の通り報告する．標本は筆者が採集し，
福井市自然史博物館が保管している．

敦賀市赤崎におけるシタベニハゴロモの初記録
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（要旨）　2009年に石川県小松市で日本国内としては初の定着が確認され，2013年に福井県内でも確認
されたシタベニハゴロモを，2021年9月19日から9月21日にかけて敦賀市赤崎にて採集した．これは福
井県嶺南地方における本種の初記録である．
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　シタベニハゴロモ Lycorma delicatura （White）
1♂，敦賀市赤崎，19-Ⅸ-2021（FCMNH-JI31439：図1）
1♂，同地，20-Ⅸ-2021（FCMNH-JI31558）
1♂，同地，21-Ⅸ-2021（FCMNH-JI31559）

　筆者が本種を確認したのは敦賀市赤崎にある海水浴
場の駐車場付近であった．2021年9月19日，当時4歳の
従兄弟と共に昆虫採集をしていたところ，本種1個体
が飛翔しながら目の前を横切って近くにあったガード
レールに着地したため，採集した（図2）．本種の寄主
植物としてはシンジュ Ailanthus altissima Swingle やセ
ンダンMelia azedarach L. などが知られているが（富
沢ほか，2010），当時筆者が本種を確認した場所から
目視できる範囲にはこれらの樹木はみられず，周囲に
は草本類に富む砂浜やコンクリートの地面が広がって
いた．

図1：福井市自然史博物館に所蔵されたシタベニハゴロモの
標本（敦賀市赤崎，19-Ⅸ-2021，夛田晃一郎採集，福
井市自然史博物館所蔵：FCMNH-31439）

図2：ガードレールに着地したシタベニハゴロモ
（敦賀市赤崎，19-Ⅸ-2021，夛田晃一郎撮影）
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　その後，筆者は同地で9月20日に成虫1個体を確認・
採集し，さらに21日には本種の成虫の死骸を計4個体
確認したため，このうち1個体を採集した（図3）．なお，
卵塊は1つも確認できなかった．
　以上のように，筆者が敦賀市赤崎で確認した本種の
成虫は計6個体であった．また，本種の飛翔能力はせ
いぜい2mほどの距離を飛行する程度にとどまる（富
沢ほか，2010）ことと，この6個体全てがシンジュや
センダンなどが近くに存在しない砂浜付近で確認され
たことから，敦賀市赤崎に本種が定着したと結論する
には早計である．しかし，本種の中にはシンジュやセ
ンダンだけでなくソメイヨシノなどにも産卵する個体
が確認されており（梅村ほか，2017），本種を確認し
た地点から数十mの場所にはソメイヨシノが群生して
いた．また，本種が確認された地点から国道を挟んで
東南東方向には山林が広がっており，本種がこれらの
樹木及び環境で定着・分布拡大する可能性は十分にあ
るといえる．本種が多数寄生する樹木やその根元の植
物には本種の排泄物の影響で「すす病」が発生するこ
とや，果樹等にも寄生による被害が及ぶ可能性が指摘
されている（富沢ほか，2010）．以上のことから，今
後も敦賀市赤崎における本種の発生状況並びに周辺地
域への分布拡大を追跡調査していく必要があるだろ
う．
　末筆ながら，本稿の執筆にあたり，本文をお読みい
ただき有益なご助言を頂くと共に，シタベニハゴロモ
に関する文献を多数ご恵与いただいた梅村信哉氏（福
井市自然史博物館）に心より御礼申し上げる．
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図3：地面で見つかったシタベニハゴロモの死骸
（敦賀市赤崎，21-Ⅸ-2021，夛田晃一郎撮影）


